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 三元 Tl 系化合物 TlMeX2（Me:Ga, In, X:S, Se, Te）は低次元構造をもち、電気特性、熱電特性に

特異な特性を示すため大きな関心を集めている 1, 2)。加えて、この化合物の特性は温度変化によっ

て強誘電相へ転移することを示しており 3, 4)、デバイスへの応用が期待されている。本研究では層

状結晶である TlInS2、TlGaSe2および鎖状結晶である TlInSe2、TlGaTe2において光第二高調波発生

(SHG)の温度特性による構造相転移時の結晶構造の中心対称性の変化の観点から議論を行った。 

Fig1, 2に層状結晶である TlInS2と TlGaSe2結晶の SHGの

温度依存性を示す。TlInS2の場合は SHG 強度が 160K 以降

から急激に減少し 192K で消滅し、TlGaSe2 の場合は SHG

強度が 80K から急激に減少し 120K で信号が消滅した。こ

れらの温度は過去に報告された相転移温度とほぼ一致して

いる 5, 6)。 

鎖状結晶である TlInSe2および TlGaTe2の SHG 温度依存

性の場合は、過去の報告 7, 8)におけるノーマル相に対応する

温度領域で SHG 信号を観測した。TlInSe2 についてはイン

コメンシュレート相とノーマル相との相転移温度の報告に

類似している 7)。しかし、TlInSe2 と TlGaTe2 のノーマル相

における空間群は 18

4hD であり中心対称性をもつので、SHG

信号の出現は結晶構造と一貫性をもたないことになる。し

たがって、SHG 信号を検出した温度領域において今まで報

告されていない新たな相転移が起きている可能性がある。 

本研究の一部は日本学術振興会科学研究費補助金(No.23560371)で行われた。 
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Fig.2 Temperature dependence of 

SHG intensity in TlGaSe2. 

 

Fig.1 Temperature dependence of 

SHG intensity in TlInS2. 
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